
小学生・中学生対象 体験の日 ２０２３年８月２７日（日） 

                 

体験活動・ボランティア活動情報誌  

編集・発行 千葉県体験活動ボランティア活動支援センター https://www.skplaza.pref.chiba.lg.jp/volunteer/ 

〒277-0882 千葉県柏市柏の葉 4－3－１千葉県生涯学習センター・芸術文化センターさわやかちば県民プラザ内  

受付：毎週火曜日・木曜日・土曜日 午前 9 時から午後 5 時（年末年始、さわやかちば県民プラザ休所日は除く） 

TEL・FAX 04-7135-2200  メール：vc_chiba@pref.chiba.lg.jp 

体験活動やボランティア活動の支援、相談、情報の収集・発信、講座の開催を行っています。 

「PTA解散によるベルマーク活動の終了！」の声を聴いて・・・ 

ベルマークを切り取って集めて品物と交換 ＝ 身近な社会活動  
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千葉県体験活動ボランティア活動支援センターでは、体験活動やボランティア活動をしてみたい
という方に対して、情報提供や支援を行っています。 

その他、電話やメールによる相談、ホームページでの情報発信も行っています。支援センターブログでは、  

今伝えたいこと、旬の話題に関する情報を発信しておりますので、是非、ご覧ください。 

 

 

 品物代金の 

１０％が助け合い資金 
 みなさんが集めたベル

マークで学校に必要な品

物を買うと、買った代金

の１０％が自動的にベル

マーク財団に寄付されま

す。そのお金がたくさん

集まって助け合いに使わ

れます。（日本では支援

が必要な学校へ、海外で

は、教育環境を整えるた

めに使われます。） 

 プロのコーチを招いての「走り方教室」

や「絵本作家の訪問」などと交換 

ベルマークの点数で交換できるものは、教

材や設備などの「もの」だけではありませ

ん。特別の体験や感動を届ける「ソフト」

も用意しています。 

詳しくはベルマーク教育助成財団で検索 

【ベルマーク収集箱設置】 

さわやかちば県民プラザ 

総合受付裏側 

「子どもと関わる仕事がしたい」、「学校の先生になりたい」と

様々な動機で、高校生・大学生はボランティアとして参加していま

す。事業に関する予算は基本的にゼロで企画・運営を行い、小中学生

の体験活動の場を作っています。 

皆さんの地域に小中学生と一緒に過ごす、若者たちの場所をつくり

ませんか。体験の日の見学や、実施について等、お問合せください。 

県内に広がれ！！ 
【高校生・大学生ボランティアがつくる体験の場】  

◎実際に仕分けを行っている方からの声 

べルマーク運動は、車いすの方や障がいの

ある方、こども、高齢者の方など、どなた

でも参加できるところが魅力です！仕分け

は、気分転換やリハビリのつもりで行うこと

もでき、また、異年齢の交流の場としても

活用できるなど、工夫次第で楽しく参加で

きる社会貢献活動です。 

４月のある日、「PTA が解散（廃止）になり、ベル

マーク活動が終了したため活用してくれたら嬉しい」

というメッセージ付きで、たくさんのベルマークの 

寄贈がありました。PTA の負担が大きいだけでなく、

様々な要因からベルマークを集めるのを終了したとい

う学校が増えているようです。 

ベルマーク運動は学校単位や公民館などの施設・団

体単位で参加する仕組みですが、個人やグループ、会

社などでベルマークを集めて、地域の参加学校などに

「寄贈マーク」として寄付をする方法もあります。 

捨てればゴミ、生かせば社会貢献です！ 

仕分けボード 



令和 5年度体験活動及びボランティア情報 

    【房総の森にオオカミを復活させよう】 
オオカミが絶滅した日本の森では、シカやイノシシ

が増え続け、森林の荒廃や農業被害、その他様々な問
題が起きています。 

オオカミはバランスがとれた生態系に欠かせない、
SDGs にとても重要な動物です。 
人を襲うことはほとんどありません。 
パネル展示『自然の中のオオカミを知ろう』などを開
催 
千葉市動物公園ちば ZOO フェスタに今年も参加します 
問合せ オオカミと里山を考える会 
    大網白里市富田 2103 
    Tel:080-5024-9132   

メール：cchm2103@tbb.t-com.ne.jp 

 
【水郷小見川青少年自然の家 ボランティア募集】  

ボランティアに興味がある！ 

自然体験に興味がある！ 

施設やイベントのお手伝いをしたい！ など 

ご興味のある方はお問合せください。 

対 象 高校生以上～ 説明会を随時開催 

問合せ 千葉県立水郷小見川青少年自然の家 

Tel:0478-82-1343 午前 10 時～午後５時  

http://suigou-omigawa.com/ 

 

【夏休みボランティア講座】 
目の不自由な方へ「音訳」のボランティア体

験をしてみよう！！～音訳の基本を楽しく学ぼう～ 

「音訳」は、視覚による情報取得が困難な人たちへ、

①ききとりやすい音声で、②正確に、③できるだけ迅速

に、届けることを目的としています。当日は、市内でボ

ランティアグループとして活動をされている「音訳グル

ープ やまゆり」の方々にご協力をいただき、録音体験

も行います。親子でのご参加も大歓迎です！！お気軽に

お申し込み下さい！皆様からのお申し込みをお待ちし

ています。 

日 程 8/3(木) 午前 10 時～11 時 30 分 

会 場 袖ケ浦市社会福祉センター 

対象者 市内在住の小中高校生 

（小学校３年生以下は保護者同伴） 

定 員 10 名（先着順）  

申込締切 7/24（月） 受講料 無料  

申込方法 Google フォーム（QR コード）かお電話 

問合せ 袖ヶ浦市ボランティアセンター 

    Tel:0438-63-3988 

 

【夏休みボランティア体験参加者募集】 
ボランティア体験参加者を募集します。 

※HP は 7 月上旬に公開予定です。 

全体説明会 7/ 16(日) 午前 10 時～正午 

      千葉中央駅前地域交流館２号館 

受入れ期間 7/21(金)～8/31(木) 

問合せ 印西市市民活動支援センター 

Tel:0476-48-4500   

メール：i.shiencenter@minos.ocn.ne.jp 

『夏ボラのススメ 2023』発行！ 
君の夏が始まる！ 

柏市では小学生～大学生に向けて、夏休み期間のボラ
ンティア体験『夏ボラのススメ』を発行しています！市
内外問わず、ボランティアを希望している学生さんは、
“柏 夏ボラ”で検索してみてくださいね！ 

※HP は 7 月上旬に公開予定です。 
問合せ 柏市社会福祉協議会ボランティアセンター 

メール：volunteer@kashiwa-shakyo.or.jp 
Tel :04-7165-0880 

 
【千葉県立房総のむら ボランティア募集】 
  博物館活動を活性化するために、ボランティアを募集
します。 
活動時間 午前９時から午後４時半の開館時間内し、

ボランティア担当が認めた定期活動および 
要請のあったときに活動していただきます。 

応募資格 高校生以上の心身ともに健康な方、他 
詳細は下記までお問い合わせください。 

問合せ  千葉県立房総のむら ボランティア担当 
印旛郡栄町龍角寺 1028  
Tel:0476-95-3333  
メール：mura@chiba-muse.or.jp 

       http://www2.chiba-muse.or.jp/MURA/ 
 
 【AKEUMI ボランティアメンバー募集！】 
対 象 18 歳以上、ウェットスーツ持っている方で 

波乗り経験ある方を優先いたします。 
内 容 イベント受付業務・参加者サポート業務・運営 
※手話ができなくても大丈夫ですが、聴覚障がい者に 

ご理解のある方大歓迎です。 
<2023 年度 イベント概要＞ 
AKEUMI BB Deaf CAP in 御宿海岸 7/8(土) 
AKEUMI BB Deaf CAP in 大洗サンビーチ 9/16(土) 
AKEUMI kids in 御宿 9/30、10/1 (土・日) 
AKEUMI BB Deaf リオネットイベント in 湘南(仮名称) 
問合せ 一般社団法人 陽けたら海へ あけ海事務局 

メール：info@akeumi.or.jp 
https://akeumi.or.jp/ 
 

SDGsは、ボランティアや体験活動の行動目標！ 
誰かのために、社会のために、したいこと、自分にで

きることを自ら考え、行動する、一人の力は小さくても、
世界中の多くの人々が力を合わせれば、とても大きな力
になります。 
 収集ボランティアとして、使用済みハブラシや使用済
み切手、ベルマーク、コンタクトレンズの空ケースの回
収ボックスを設置しています。回収ボックスは、さわや
かちば県民プラザの総合受付裏側にある当センター
に設置しています。 
 
【満月情報】身近な自然体験活動を紹介！ 
 8/31(金)スーパームーン 

今年の中秋の名月は 9/29(金)満月の日  
デジタルなものに触れる機会が増えています。夏は

空を眺めるのにとても適しています。家族と、仲間た

ちと一緒に夜空を見上げよう。自然を身近に感じて、

暮らしの中で月を眺め五感を磨きましよう。 

申込QRコード 


